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スポーツガバナンスにおける好循環 ･連携 ･協働の分析枠組み
－震災復興へのスポーツ貢献－
中　村　祐　司
Ⅰ . スポーツ基本法と好循環 ･ 連携 ･ 協働
2011 年 6 月に成立（同年 8 月に施行）したスポー
ツ基本法（以下、基本法）は、1961 年制定のスポー
ツ振興法以来、50 年ぶりの全面改正であり、そ
こには東日本大震災からの復旧 ･ 復興を考える上
で重要であると思われるキーワードが存在する。
基本法前文にある「好循環」1 と、条文中に複数
にわたって登場する「連携」「協働」がそれである。
とくに好循環については、2010 年の文科省「ス
ポーツ立国戦略」2 における記載がもととなって
いる。基本法では、エリートスポーツ競技者が引
退後に、たとえば総合型クラブのクラブマネー
ジャーとして、当該地域における草の根スポーツ
の担い手となるといったことが想定されている。
選手自身にとってもキャリアパスが開かれること
となるし、かつては国際レベルで活躍した競技者
に身近に接することで、多世代に及ぶ総合型クラ
ブのメンバー（住民）にとっても活動を継続する
インセンティブが高まるといった指摘である。
総合型クラブについては、寄付文化の浸透や財
源難の克服はそんなに簡単なことではないといっ
た根源的課題が指摘されているものの、スポーツ
基本法において、生涯スポーツ実践者と一流の競
技スポーツに従事した者とが、お互いにウイン ･
ウインの関係構築に踏みだそうとする斬新性が打
ち出されたことは事実であろう。
そして、基本法における「連携と協働」という
記載の前者 3 に注目すれば、それは好循環と同じ
く前文にあり、かつ好循環と同一文章の記載とし
て、「スポーツに係る多様な主体の連携と協働」
と明記されている。そして、「連携及び協働」と
いう記載は、第 7 条の条文タイトル「関係者相互
の連携及び協働」に入っており、同条には「国、
独立行政法人、地方公共団体、学校、スポーツ団
体及び民間事業者その他の関係者は、基本理念の
実現を図るため、相互に連携を図りながら協働す
るよう努めなければならない」とある。
ところで、「スポーツ立国戦略」における 2 つ
の基本的な考え方は、連携 ･ 協働の推進と「する
人、観る人、支える（育てる）人」の重視であっ
た。このように好循環・連携 ･ 協働、そして立国
戦略におけるスポーツ活動従事者に限定しないと
ころの「人」の重視に注目するならば、基本法で
は、まさに広い意味でのスポーツ「関係者」によ
る連携 ･ 協働が目指されているといえる。
そこで、本研究では以下、東日本大震災後のス
ポーツ行政対応についての現地調査活動で得られ
た関連情報を提示した後に、「好循環」概念の敷
衍を行う。そして、スポーツガバナンス、すなわ
ち、国と地域、地域と地域、さらには地域におけ
るスポーツ関係組織 ･ 機関 ･ 人が、とくに震災復
興の側面でどのような影響を及ぼしつつあり、今
後、どのような具体的好循環がもたらされる可能
性があるのかを、新聞報道をもとに作成した好循
環 ･ 連携 ･ 協働をめぐる分析枠組みを提示するこ
とで捉えていきたい。
Ⅱ . 東日本大震災後のスポーツ行政対応―現地調
査から―
1. 国立スポーツ施設と東京都の震災対応―避難
訓練、節電、復興行事、長期ビジョン―
国立霞ヶ丘競技場（トレーニングセンター、体
育館、室内水泳場等）では、2011 年 6 月 28 日に
東海沖地震の発生（マグニチュード 9.0 震度 6 強）
を想定して避難誘導訓練（防災センターから地震
発生の非常放送、営業施設窓口スタッフによる利
用者の避難誘導、テナント関係者及び国立競技場
職員自身の避難誘導）を実施した 4。
また、国立のスポーツ施設は電力需要の多い大
規模なものが多く、震災に伴う福島第 1 原発事故
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による電力需給逼迫への対応が迫られた。具体的
には、独立行政法人日本スポーツ振興センター
（NAASH）が所管する国立競技場（東京都新宿区）、
代々木第 1 体育館 ･ 第 2 体育館（東京都渋谷区）、
国立スポーツ科学センター（JISS）･ ナショナル
トレーニングセンター（NTC）などの節電対応
（2011 年 7 月 1 日から同年 9 月 9 日までの国の電
力制限令の対象期間）であった。NAASH では、
最大電力（1 日のピーク電力）を 15% 削減する
ために、「夏期節電対策アクションプラン」をま
とめ、実施した 5。
さらに、同年 10 月 10 日には JISS、NTC、赤
羽スポーツの森公園競技場での恒例行事「スポー
ツ祭り 2011」に加えて、「復興支援ストリート」
と「福島キッズスポーツ祭りツアー」を企画し、
前者では憩いの広場での東北物産展、復興写真展、
オリンピアンチャリティー活動を行い、後者では
福島第 1 原発事故の影響で屋外活動を制限されて
いた地域スポーツ少年団を招待した 6。
国のスポーツ施設 7 による対応事例はその規模
こそ異なれ、全国に点在する公立スポーツ施設で
も迫られている地震等の災害への対応や節電対
策、スポーツを通じた復興支援の雛形になり得る
事業である。
震災は首都東京におけるスポーツ振興の中身に
も影響を及ぼしている。東京が「大震災を乗り越
え」るために策定した長期ビジョンである「2020
年の東京」では、8 つの目標の一つに「誰もがス
ポーツに親しみ、子供たちに夢を与える社会を創
る」（スポーツ祭東京 2013 の開催）が掲げられ、
目標達成のための 12 プロジェクトの一つに、「四
大スポーツクラスタープロジェクト」（2020 年オ
リンピック ･ パラリンピック競技大会開催実現
と、神宮 ･ 駒沢 ･ 臨海 ･ 武蔵野の森の整備）が設
定されている 8。
2. 被災地自治体におけるスポーツ拠点施設の復
旧状況―岩手県宮古市、福島県広野町 ･ いわき市
･ 南相馬市―
岩手県宮古市民総合体育館（財団法人宮古市体
育協会が体育館内に事務所を設け管理運営に従
事）に活動拠点を置く総合型地域スポーツクラブ
（以下、総合型クラブ）の「シーアリーナスポー
ツクラブ」は、トレーニングルームの利用や“エ
ンジョイスポーツクラス”といった各種「オリジ
ナルプログラム」の提供や、小学生対象の“キッ
ズトレーニングクラス”、中学生対象の“スプリ
ント ･ アカデミー”を維持していた。
一方で、海岸に近く、がれき置き場の一画となっ
ていた同市田老地区の野球場は、一塁側ベンチと
一部内野席スタンドを除けば、球場のほとんどが
土砂に埋もれており、震災前に野球場が存在して
いたことが認識できないほどの損害を受けていた
9。
町内全域が緊急時避難準備区域となった福島県
広野町において、訪問時（2012 年 2 月 18 日）に
は町の総合型クラブ「広野みかんクラブ」の活動
も休止状態が続いていた。広野町公民館内の事務
局は閉鎖され、隣接する体育館も利用不可であっ
た。除染工事関係者以外の姿は見当たらず、町役
場の職員もほとんどおらず、広野町総合グラウン
ド、広野小 ･ 中学校でも体育館同様立入禁止と
なっており、グラウンドでは除染作業が継続し
ていた。「平成 23 年度 総合型地域スポーツクラ
ブマネージャー活動報告書」（2011 年 6 月 20 日）
によれば、「避難所や仮設住宅を訪問し、ウオ―
キングをはじめとする運動教室」の実施を目指し
ているという 10。
被災地自治体の公共スポーツ施設について復旧
の兆しを示す行政の取り組みが、遅遅としてでは
あるものの進んでいる例として、たとえば福島県
いわき市では、勿来、四倉、小川、田人、久之浜
の各市民運動場、市陸上競技場補助競技場、小名
浜港運動施設が「再開時期未定」となっているも
のの、南部アリーナ、小名浜武道館、関船体育館
が 2012 年度中の再開予定施設、平体育館と遠野
市民運動場が 2013 年 4 月再開予定施設となって
いる 11。
福島県南相馬市は、「復興を最優先に実現でき
る組織の構築」と「厳しさを増す財政状況」への
対応として、2012 年 4 月から市の組織機構を改
革した。教育委員会所管であった生涯学習課とス
ポーツ振興課を「文化スポーツ課」に統合し、こ
れを市民生活部に移管した 12。このように震災対
応の過程でスポーツ行政部門が首長部局に移管さ
れた事例は希少であると思われる。
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係
る
国
際
的
な
交
流
及
び
貢
献
の
推
進
)、
31
条
(都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
等
) 
★
10
月
22
日
、
23
日
開
催
の
自
転
車
レ
ー
ス「
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
」
に
向
け
、
宇
都
宮
市
は
日
本
自
転
車
競
技
連
盟
と
連
携
し
、
放
射
線
量
の
数
値
や
福
島
県
の
避
難
者
受
け
入
れ
な
ど
、
栃
木
県
の
安
全
性
7
条
、
10
条
(地
方
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
) 
●
島
根
県
奥
出
雲
町
(1
98
2
年
の
島
根
国
体
で
町
が
ホ
ッ
ケ
ー
会
場
)で
は
、
県
外
の
強
豪
大
学
を
卒
業
し
た
選
手
が
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
し
、子
供
を
指
導
す
る
好
循
環
。県
外
か
ら
の
チ
ー
ム
合
宿
で
町
お
こ
し
も
16
 
●
19
86
年
国
体
開
催
の
山
梨
県
で
は
、
当
時
、
教
員
や
県
職
7
条
、
20
条
(顕
彰
)、
21
条
(地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
の
事
業
へ
の
支
援
等
)、
26
条
1
項
2
項
(国
民
体
育
大
会
及
び
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
)、
34
条
(地
方
公
共
団
体
の
補
助
)、
35
条
(審
議
会
等
へ
の
諮
問
等
。
国
→
社
会
教
育
関
係
団
体
) 
●
さ
い
た
ま
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
18
 
●
愛
媛
県
・
県
内
20
市
町
に
よ
る
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
愛
媛
へ
の
出
資
(野
球
の
独
立
リ
ー
グ
)1
9  
●
栃
木
県
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
(J
2
の
栃
木
SC
本
拠
地
)の
固
定
席
等
の
J1
基
準
へ
の
対
応
20
 
7
条
、
17
条
(学
校
に
お
け
る
体
育
の
充
実
)、
★
市
貝
中
は
震
災
で
栃
木
県
内
中
学
校
で
唯
一
、
校
舎
な
ど
が
使
用
禁
止
に
。
部
活
動
は
町
の
体
育
施
設
が
集
中
す
る
同
公
民
館
周
辺
で
実
施
。
室
内
競
技
は
同
公
民
館
に
隣
接
す
る
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
週
替
わ
り
で
使
用
。
県
内
で
は
小
学
校
で
も
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
に
支
障
。
高
根
沢
阿
久
津
小
な
ど
他
校
や
町
有
の
施
設
を
利
用
23
 
7
条
、
 
●
ス
タ
ジ
ア
ム
を
保
有
す
る
自
治
体
と
プ
ロ
野
球
球
団
と
の
相
互
協
力
(
宮
崎
県
、
宮
城
県
)2
4
●
岩
手
競
馬
は
岩
手
県
な
ど
か
ら
融
資
を
受
け
て
存
続
。
そ
の
6条
(国
民
の
参
加
及
び
支
援
の
促
進
)、
7条
、1
1条
(指
導
者
等
の
養
成
等
)、
12
条
(ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
等
)、
13
条
(学
校
施
設
の
利
用
)、
14
条
(ス
ポ
ー
ツ
事
故
の
防
止
等
)、
17
条
(学
校
に
お
け
る
体
育
の
充
実
)、
20
条
(顕
彰
)、
21
条
(地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
の
事
業
へ
の
支
援
等
)、
22
条
1
項
(ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
実
施
及
び
奨
励
)、
23
条
(体
育
の
日
の
行
事
)、
24
条
(野
外
活
動
及
び
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
普
及
奨
励
)、
32
条
1
項
(ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
) 
●
20
20
年
夏
季
五
輪
の
東
京
立
候
補
に
つ
い
て
、
「
復
興
」
し
た
か
ら
五
輪
で
は
な
く
、
･･
五
輪
に
よ
っ
て
、
決
し
て
元
に
は
戻
さ
な
い
/戻
せ
な
い
「
復
興
」
を
印
象
づ
け
る
だ
け
26
 
●
「
今
回
『
副
産
物
』
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
、
28 中　村　祐　司
 2  
を
海
外
に
訴
え
る
(事
前
資
料
に
は
成
田
空
港
や
県
の
放
射
性
物
質
の
デ
ー
タ
を
英
文
表
記
)1
5  
員
の
採
用
枠
を
大
幅
に
拡
大
し
、県
立
高
校
の
保
健
体
育
教
員
枠
は
例
年
の
6
倍
に
17
 
●
野
球
の
独
立
リ
ー
グ
四
国
Ｉ
Ｌ
高
知
の
練
習
場
の
あ
る
越
知
町
(人
口
約
6,
40
0
人
)が
球
場
の
整
備
費
な
ど
負
担
。
小
口
の
地
元
ス
ポ
ン
サ
ー
も
増
大
21
 
●
水
戸
商
工
会
議
所
が
Ｊ
２
水
戸
の
新
ス
ポ
ン
サ
ー
に
決
ま
る
22
 
際
に
県
は
災
害
対
策
に
使
わ
れ
る
基
金
を
取
り
崩
し
て
対
応
(2
00
7
年
)2
5  
国
体
開
催
の
主
目
的
に
捉
え
る
べ
き
だ
」
27
 
団
体
→
 
7
条
、
 
●
五
輪
憲
章「
Ｎ
Ｏ
Ｃ
(国
内
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
)は
自
立
性
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
･･
政
治
的
、
法
的
、
宗
教
的
、
経
済
的
圧
力
な
ど
を
含
む
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
圧
力
に
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
28
 
●
IO
C
が
20
10
年
に
、
14
-1
8
歳
を
対
象
と
す
る
「
ユ
ー
ス
五
輪
」
を
創
設
29
 
●
「
政
治
か
ら
の
自
立
と
自
由
の
確
保
の
た
め
に
は
、
国
に
頼
っ
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
主
財
源
の
確
保
と
増
加
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
」
30
 
7
条
、
 
●
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
役
員
、選
手
約
60
人
が
20
20
年
五
輪
の
開
催
立
候
補
を
都
知
事
に
要
請
(6
月
23
日
)3
1  
●
野
球
の
独
立
リ
ー
グ
に
お
け
る
「
信
濃
モ
デ
ル
」
(B
C
リ
ー
グ
の
信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
は
全
36
試
合
の
興
行
権
を
地
元
紙
の
信
濃
毎
日
新
聞
に
売
却
。本
拠
地
の
長
野
県
中
野
市
は
市
営
球
場
を
通
常
の
半
額
で
開
放
。市
の
体
育
館
を
屋
内
練
習
場
に
改
修
な
ど
)3
2  
●
J2
北
九
州
の
ス
テ
ッ
カ
ー
は
4,
00
0
台
の
タ
ク
シ
ー
、
1,
00
0
台
の
市
の
公
用
車
や
バ
ス
な
ど
に
張
っ
て
も
ら
い
、
市
立
の
全
小
学
校
で
は
毎
日
、
応
援
歌
を
流
し
て
も
ら
っ
て
い
る
33
 
5
条
(ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
努
力
)、
7
条
、
 
●
プ
ロ
野
球
開
幕
問
題
解
決
に
日
本
野
球
機
構
(N
PB
)
組
織
内
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
機
能
不
全
。方
向
性
を
正
し
た
の
は
監
督
官
庁
と
選
手
会
)3
4  
●
Ｊ
リ
ー
グ
の
ク
ラ
ブ
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
(2
01
3
年
に
導
入
予
定
)3
5  
●
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
、選
手
所
属
ク
ラ
ブ
が
海
外
挑
戦
を
希
望
し
、協
会
も
有
力
と
考
え
る
選
手
を
経
済
的
に
支
援
す
る
制
度
を
発
足
(2
01
0
年
)3
6  
★
岩
手
県
内
の
釜
石
市
(根
浜
海
岸
で
の
国
際
大
会
中
止
)以
外
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
関
係
者
に
よ
る
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
の
創
設
(花
巻
市
、
八
幡
平
市
、
北
上
市
)3
7
●
国
体
の
山
口
選
手
団
資
格
問
題
38
 
●
Ｊ
Ｏ
Ｃ
が
7
月
に
「
国
際
人
養
成
事
業
」
を
開
講
39
●
日
本
ボ
ク
シ
ン
グ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
(J
BC
)に
違
法
な
経
理
処
理
が
あ
っ
た
と
し
て
、日
本
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
協
会
が
JB
C
と
別
の
試
合
管
理
団
体
の
暫
定
的
設
立
を
発
表
(6
月
23
日
)4
0  
★
日
体
協
が
大
震
災
被
害
の
大
き
か
っ
た
岩
手
、
宮
城
、福
島
の
3
県
の
選
手
団
に
つ
い
て
、山
口
国
体
(1
0
月
1
日
～
11
日
)の
参
加
費
免
除
を
決
定
(6
月
23
日
)4
1  
●
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
を
目
的
と
し
た
社
会
人
野
球
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
京
都
交
流
試
合
(日
本
野
球
連
盟
近
畿
地
区
連
盟
な
ど
が
主
催
)が
4
月
30
日
に
京
都
市
の
わ
か
さ
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
で
開
幕
42
 
7
条
、
 
●
日
本
高
野
連
が
「
特
待
生
問
題
有
識
者
会
議
」
を
設
置
(2
00
7
年
)4
3  
●
全
国
高
体
連
が
駅
伝
最
長
区
間
の
1
区
か
ら
留
学
生
を
除
外
(2
00
8
年
)4
4  
●
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
東
京
都
江
東
区
内
に
拠
点
校
を
設
け
、
複
数
の
学
校
か
ら
選
手
が
集
ま
っ
て
、
活
動
で
き
る
取
組
45
 
●
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
、
公
立
中
学
校
に
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
を
作
っ
て
も
ら
お
う
と
働
き
か
け
46
 
●
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
協
会
・
日
本
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
の
働
き
か
け
で
金
沢
学
院
大
学
が
同
2
種
目
を
強
化
47
 
●
日
体
協
と
東
京
都
体
協
、
東
京
都
教
育
委
員
会
に
よ
る
人
材
バ
ン
ク
事
業
。
日
本
体
協
公
認
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
資
格
を
持
つ
人
材
を
都
内
の
中
学
、
高
校
の
部
活
動
の
指
導
者
と
し
て
紹
介
す
る
試
み
48
 
7
条
、
 
●
Ｊ
Ｏ
Ｃ
に
よ
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
就
職
支
援
事
業
「
ア
ス
ナ
ビ
」
(2
01
0
年
)4
9  
●
Ｊ
リ
ー
グ
が
Ｃ
Ｓ
放
送
の
ス
カ
パ
！
を
軸
と
し
た
放
送
形
態
を
選
択
(2
00
7
年
)5
0  
●
BC
リ
ー
グ
信
濃
の
退
団
選
手
が
ス
ポ
ン
サ
ー
の
大
手
き
の
こ
会
社
に
就
職
。
地
元
の
信
濃
毎
日
新
聞
で
働
く
元
選
手
の
存
在
51
 
6
条
(国
民
の
参
加
及
び
支
援
の
促
進
)、
7
条
、
 
●
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
愛
媛
に
よ
る
年
15
0
超
の
地
域
貢
献
活
動
(小
学
生
の
登
下
校
中
の
ガ
ー
ド
マ
ン
な
ど
)5
2  
●
サ
ッ
カ
ー
の
女
子
な
で
し
こ
リ
ー
グ
の
5
チ
ー
ム
は
非
営
利
組
織
(N
PO
)
が
運
営
す
る
市
民
ク
ラ
ブ
53
 
●
な
で
し
こ
リ
ー
グ
戦
の
約
6
割
は
無
料
試
合
54
 
●
体
協
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
委
員
会
企
画
班
に
よ
る
ク
ラ
ブ
支
援
55
 
●
JO
C,
IO
C
な
ど
が
被
災
地
で
国
内
外
の
五
輪
選
手
ら
も
参
加
す
る
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
・ー
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
(1
0
月
10
日
に
宮
城
県
仙
台
市
と
東
松
島
市
、
11
月
5
日
に
岩
手
県
大
槌
町
。
今
後
3
年
間
で
60
カ
所
近
い
開
催
を
目
指
す
)。
大
槌
町
長
「
子
供
た
ち
の
笑
顔
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
救
わ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
」
、
「
震
災
後
の
支
援
は
、
選
手
や
ス
ポ
ー
ツ
界
が
、
そ
の
社
会
的
な
価
値
や
責
務
を
自
覚
し
た
と
い
う
意
味
で
、
大
き
な
一
歩
」
56
 
★
日
体
協
と
Ｊ
Ｏ
Ｃ
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
3
月
25
日
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
あ
る
全
小
学
校
に
選
手
ら
を
派
遣
し
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
に
あ
た
る
支
援
策
を
固
め
る
。
国
内
の
球
技
団
体
が
集
ま
る
日
本
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
連
携
機
構
や
日
本
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
協
会
な
ど
に
も
協
力
呼
び
か
け
57
 
●
東
北
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
組
織
内
に
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
く
。
J1
仙
台
や
JF
L
の
ソ
ニ
ー
仙
台
の
ス
タ
ッ
フ
も
参
加
。
各
地
の
人
脈
を
駆
使
し
て
被
災
地
の
状
況
を
調
査
。
サ
ッ
カ
ー
用
品
か
ら
衣
類
、
食
品
に
至
る
ま
で
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
支
援
物
資
の
配
送
を
行
う
(直
接
の
支
援
対
象
は
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
や
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
)5
8  
●
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
bj
リ
ー
グ
の
仙
台
89
Ｅ
Ｒ
Ｓ
は
地
震
発
生
後
、
職
員
や
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
頻
繁
に
避
難
所
や
小
中
学
校
を
訪
問
、
支
援
物
資
を
届
け
た
り
、
体
操
教
室
を
開
く
な
ど
し
た
59
 
●
被
災
地
の
子
供
た
ち
に
サ
ッ
カ
ー
観
戦
を
提
供
す
る
た
め
に
Ｊ
リ
ー
グ
の
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
が
5
月
半
ば
に
新
営
業
活
動
を
開
始
。
1
口
31
万
5,
00
0
円
で
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
り
、
チ
ケ
ッ
ト
や
送
迎
バ
ス
の
費
用
に
充
て
る
。
ク
ラ
ブ
の
自
己
資
金
で
も
毎
試
合
10
0～
20
0
人
を
招
く
予
定
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
bj
リ
ー
グ
の
仙
台
89
Ｅ
Ｒ
Ｓ
に
よ
る
「
キ
ッ
ズ
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
通
じ
た
小
中
学
生
向
け
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
(震
災
孤
児
は
ス
ク
ー
ル
の
授
業
料
を
中
学
校
卒
業
ま
で
無
料
に
)6
0  
●
小
中
学
生
に
サ
ッ
カ
ー
を
教
え
、
幼
稚
園
児
に
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
を
教
え
、
J1
浦
和
の
普
及
活
動
を
行
う
ハ
ー
ト
フ
ル
が
、
20
10
年
度
だ
け
で
55
9
回
開
か
れ
、
延
べ
3
万
2，
19
5
人
が
参
加
61
 
★
宇
都
宮
市
サ
ッ
カ
ー
場
で
、
4
月
7
日
、
福
島
県
か
ら
避
難
の
子
供
た
ち
を
対
象
に
、
J2
栃
木
SC
の
選
手
ら
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
開
催
62
 
29スポーツガバナンスにおける好循環･連携･協働の分析枠組み
 3  
学
校
→
 
7
条
、
 
      
7
条
、
 
●
高
校
総
体
の
東
北
4
県
で
の
開
催
(7
月
28
日
～
8
月
20
日
)6
3  
7
条
、
 
●
愛
媛
県
の
高
校
・
大
学
の
指
導
者
が
選
手
を
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
愛
媛
へ
送
り
出
す
好
循
環
64
 
7
条
、
 
●
全
国
高
体
連
が
、
被
災
地
か
ら
の
転
校
生
に
つ
い
て
「
転
校
後
6
カ
月
未
満
の
も
の
は
参
加
を
認
め
な
い
」
と
す
る
規
定
を
適
用
し
な
い
よ
う
、
各
都
道
府
県
高
体
連
に
依
頼
65
 
★
福
島
大
「
青
春
ス
ポ
フ
ェ
ス
」
(8
月
17
日
)
に
お
い
て
、
県
内
の
他
校
に
分
散
し
て
授
業
を
行
う
「
サ
テ
ラ
イ
ト
校
」
制
度
を
と
る
高
校
8
校
の
生
徒
や
受
け
入
れ
校
の
生
徒
を
招
く
66
 
★
岩
手
大
「
い
わ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
(8
月
27
～
28
日
。
沿
岸
部
の
中
学
6
校
か
ら
4
競
技
の
部
員
16
5
人
を
招
く
)6
7  
●
双
葉
高
(福
島
県
双
葉
町
)、
原
町
高
(同
県
南
相
馬
市
)、
相
馬
農
高
(同
)の
野
球
部
が
連
合
チ
ー
ム
「
相
双
福
島
」
を
結
成
。
浪
江
高
(同
県
浪
江
町
)の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
福
島
明
成
高
(福
島
市
)と
チ
ー
ム
結
成
68
 
★
岩
手
県
大
船
渡
高
に
北
海
道
鵡
川
高
か
ら
物
資
(バ
ッ
ト
、
ス
パ
イ
ク
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
、
ベ
ル
ト
、
帽
子
な
ど
) 
が
届
く
69
 
●
栃
木
県
高
体
連
相
撲
専
門
部
委
員
長
(黒
羽
高
教
)に
よ
る
県
総
合
運
動
公
園
相
撲
場
で
の
関
東
大
会
の
準
備
(茨
城
県
土
浦
市
で
行
わ
れ
る
予
定
が
震
災
の
影
響
で
急
き
ょ
代
替
開
催
を
受
け
入
れ
る
)。
県
体
育
館
で
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
空
手
道
は
震
災
後
、
宇
商
体
育
館
に
会
場
変
更
70
 
●
盛
岡
大
付
が
ユ
ニ
ホ
ー
ム
一
式
と
バ
ッ
グ
を
集
め
、
釜
石
市
や
宮
古
地
区
の
学
校
に
送
る
71
 
7
条
、
 
●
J2
京
都
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ス
カ
ラ
ー
ア
ス
リ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
(京
セ
ラ
と
立
命
館
の
連
携
。
立
命
館
大
へ
の
内
部
進
学
) 
7
条
、
 
市
場
(民
間
事
業
者
) 
7
条
、
 
●
国
際
陸
上
競
技
連
盟
や
国
際
水
泳
連
盟
と
ス
ポ
ン
サ
ー
権
販
売
の
独
占
契
約
を
結
ん
で
い
る
電
通
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
「
電
通
ス
ポ
ー
ツ
ア
ジ
ア
」
と
い
う
新
会
社
を
設
立
(2
01
0
年
12
月
)。
韓
国
、
中
国
、
台
湾
、
イ
ン
ド
、
中
東
な
ど
で
両
連
盟
が
主
催
す
る
国
際
大
会
の
ス
ポ
ン
サ
ー
先
獲
得
の
狙
い
72
 
7
条
、
 
●
菓
子
メ
ー
カ
ー
「
ブ
ル
ボ
ン
」(
本
社
は
新
潟
県
柏
崎
市
)
に
よ
る
地
元
の
水
球
社
会
人
チ
ー
ム
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
(命
名
権
)の
取
得
(2
01
0
年
)7
3  
●
東
京
電
力
が
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
福
島
県
楢
葉
、広
野
両
町
に
ま
た
が
る
敷
地
に
建
設
(1
99
7
年
7
月
)7
4  
 
7
条
、
 
●
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
愛
媛
の
株
主
が
97
団
体
に
75
 
●
地
域
企
業
が「
ワ
ン
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
オ
ー
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」
を
通
じ
て
、
な
で
し
こ
リ
ー
グ
の
IN
AC
を
「
広
く
、
薄
く
」
支
え
る
シ
ス
テ
ム
76
 
●
害
虫
駆
除
会
社
の
「
雨
宮
」
(名
古
屋
市
北
区
)が
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
名
古
屋
フ
ラ
ー
テ
ル
(F
T)
」
に
年
間
数
百
万
円
を
支
援
。
FT
を
運
営
す
る
NP
O
法
人
の
会
員
企
業
が
、基
本
的
に
1
社
1
人
の
選
手
を
雇
用
77
 
●
「
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
電
通
に
任
せ
き
り
。
ス
ポ
ー
ツ
界
に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
な
か
っ
た
」
78
 
●
サ
ッ
カ
Jー1
新
潟
に
亀
田
製
菓
(本
社
・
新
潟
市
)
が
今
季
か
ら
3
年
間
の
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
継
続
を
発
7
条
、
 
●
あ
る
J2
ク
ラ
ブ
が
複
数
の
新
卒
選
手
の
母
校
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
費
用
を
払
う
確
約
の
念
書
を
送
付
(2
00
9
年
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の
移
籍
金
撤
廃
の
影
響
)8
0  
●
栃
木
県
矢
板
中
央
高
が
東
北
の
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
練
習
受
け
入
れ
を
開
始
(福
島
県
尚
志
高
、
仙
台
市
聖
和
学
園
高
)8
1  
 
7
条
、
 
●
岩
手
県
競
馬
「
南
部
杯
」
を
東
京
開
催
に
し
、
主
催
も
日
本
中
央
競
馬
会
(J
RA
)に
(1
0
月
10
日
)。
 
●
日
本
製
紙
石
巻
硬
式
野
球
部
に
JR
東
日
本
東
北
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
の
申
し
出
82
 
7
条
、
 
●
IT
企
業
「
日
立
シ
ス
テ
ム
」
(現
日
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
)に
よ
る
障
害
者
ス
キ
ー
部
の
設
立
(2
00
4
年
)8
3  
●
大
阪
市
・
日
本
生
命
が
8
月
に
石
巻
市
と
郡
山
市
で
野
球
教
室
の
実
施
84
●
第
82
回
都
市
対
抗
野
球
出
場
32
チ
ー
ム
が
多
く
が
、
支
援
活
動
(食
料
や
衣
料
、
野
球
用
具
な
ど
の
提
供
等
)を
実
施
85
 
●
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
の
熊
本
ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
ー
ク
ス
と
本
田
熊
本
が
3
月
20
日
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
野
球
教
室
を
開
催
86
 
●
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に
よ
る
顧
客
と
の
「
直
接
」
ビ
ジ
ネ
ス
87
 ●
ダ
イ
キ
(本
社
愛
媛
県
松
山
市
)会
長
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
支
援
(ボ
ー
ト
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
、
ゴ
ル
フ
)8
8  
●
J
リ
ー
グ
「
宮
城
・
東
北
ド
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
(D
P)
に
よ
り
、
J1
仙
台
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
計
12
試
合
に
子
ど
も
た
ち
約
1,
10
0
人
を
招
待
89
 
●
宮
崎
県
内
12
企
業
が
水
泳
の
松
田
選
手
に
対
す
る
支
援
を
決
定
(2
01
0
30 中　村　祐　司
 4  
表
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
コ
メ
リ
(同
)も
資
金
提
供
79
年
。
延
岡
発
祥
の
コ
ス
モ
ス
薬
品
や
延
岡
商
工
会
議
所
が
尽
力
)9
0  
★
宇
都
宮
市
の
「
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
が
地
震
発
生
の
翌
日
か
ら
被
災
者
を
対
象
に
、
入
浴
施
設
を
無
料
で
開
放
。
従
業
員
が
県
内
の
断
水
地
域
に
水
を
差
し
入
れ
た
り
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
避
難
所
で
ス
ト
レ
ッ
チ
講
座
を
開
催
91
 
地
域
・
住
民
→
 
7
条
、
 
7
条
、
32
条
2
項
3
項
(ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
) 
●「
し
ま
も
と
バ
ン
ブ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
設
立
(2
00
7
年
。
大
阪
府
島
本
町
。事
務
局
は
町
立
の
文
化
施
設
)9
2  
7
条
、
 
●
「
し
ま
も
と
バ
ン
ブ
ー
ク
ラ
ブ
」
(大
阪
府
島
本
町
)
は
月
会
費
1,
00
0
円
で
、受
講
し
た
教
室
ご
と
の
会
費
も
徴
収
す
る
受
益
者
負
担
を
採
用
。英
会
話
な
ど
文
化
系
教
室
も
。ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
(t
ot
o)
な
ど
公
的
助
成
に
頼
ら
な
い
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
ク
ラ
ブ
93
 
●
「
釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
（
Ｓ
Ｗ
）
」
を
支
え
よ
う
と
、
チ
ー
ム
の
前
身
で
あ
る
新
日
鉄
釜
石
の
Ｏ
Ｂ
ら
が
、
5
月
4
日
に
支
援
組
織
「
ス
ク
ラ
ム
釜
石
」
を
立
ち
上
げ
る
94
 
7
条
、
 
★
滋
賀
県
膳
所
高
の
ヨ
ッ
ト
を
同
県
大
津
市
内
の
ヨ
ッ
ト
愛
好
家
が
車
で
岩
手
県
立
宮
古
高
・
宮
古
商
高
に
運
ぶ
95
 
●
保
護
者
や
地
域
住
民
が
石
巻
商
高
カ
ヌ
ー
部
の
た
め
に
臨
時
の
艇
庫
を
つ
く
る
96
 
●
「
特
に
都
会
で
は
、
小
中
学
校
自
体
が
、
迷
惑
施
設
と
も
捉
え
ら
れ
る
向
き
が
あ
る
の
だ
と
か
。
校
内
放
送
や
子
供
た
ち
の
声
を
騒
音
と
捉
え
る
住
民
も
い
る
よ
う
だ
」
97
 
●
福
島
県
い
わ
き
海
星
高
に
地
元
出
身
の
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
の
呼
び
か
け
で
全
国
か
ら
ク
ラ
ブ
や
ボ
ー
ル
が
届
く
(プ
ロ
野
球
西
武
の
選
手
、
東
京
都
帝
京
高
野
球
部
、
社
会
人
野
球
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
か
ら
)9
8  
●
大
震
災
後
の
仮
設
住
宅
建
設
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
え
な
い
岩
手
県
陸
前
高
田
市
立
第
一
中
サ
ッ
カ
ー
部
が
4
月
30
日
、
同
県
遠
野
市
の
交
流
試
合
に
招
か
れ
る
。
遠
野
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
「
ラ
イ
バ
ル
応
援
サ
ッ
カ
ー
交
流
会
」
と
し
て
企
画
し
、
岩
手
、
宮
城
両
県
の
5
チ
ー
ム
が
招
か
れ
、
盛
岡
、
遠
野
両
市
の
チ
ー
ム
と
対
戦
99
 
7
条
、
 
7
条
、
32
条
2
項
(ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
) 
●
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
走
り
幅
跳
び
日
本
代
表
選
手
(ア
テ
ネ
・
北
京
大
会
)に
よ
る
被
災
地
支
援
10
0 
●
「
ロ
ダ
ン
体
操
」
(静
岡
県
藤
枝
市
)、
「
囲
碁
ボ
ー
ル
」
(兵
庫
県
丹
波
市
)、
「
ス
カ
イ
ク
ロ
ス
」
(京
都
府
)な
ど
の
ご
当
地
ス
ポ
ー
ツ
10
1  
●
サ
ッ
カ
ー
の
東
北
社
会
人
リ
ー
グ
2
部
の
コ
バ
ル
ト
ー
レ
女
川
(宮
城
県
女
川
町
)が
小
学
校
や
公
園
で
の
無
料
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
定
期
化
10
2  
★
「
復
興
米
崎
卓
球
会
館
」
(岩
手
県
陸
前
高
田
市
)の
設
置
10
3  
★
NP
O
法
人
「
石
巻
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
」
に
よ
る
地
元
の
小
学
生
対
象
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
、
募
金
活
動
で
集
め
た
金
で
運
動
用
具
を
学
校
に
寄
贈
す
る
「
わ
ん
ぱ
く
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
施
10
4  
●
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
「
第
12
回
ラ
モ
ス
瑠
偉
杯
ウ
ジ
ョ
ン
20
11
」
(大
阪
市
で
8
月
24
-2
5
日
に
開
催
)で
福
島
県
か
ら
少
年
45
人
を
招
待
10
5  
●
カ
ー
リ
ン
グ
の
「
チ
ー
ム
岩
手
」
の
メ
ン
バ
ー
に
医
師
た
ち
が
い
る
シ
ニ
ア
は
4
月
の
世
界
選
手
権
出
場
を
辞
退
し
、
遺
体
の
身
元
確
認
や
診
療
、
病
院
機
能
の
維
持
な
ど
を
担
う
10
6  
★
サ
ッ
カ
ー
東
北
社
会
人
リ
ー
グ
1
部
の
福
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
が
、
福
島
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
共
同
で
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
っ
て
児
童
を
遠
足
に
連
れ
出
す
計
画
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
ラ
ブ
ネ
ッ
ツ
(福
島
市
)が
「
子
ど
も
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
る
10
7  
●
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
、
塩
釜
FC
は
集
ま
っ
た
日
用
品
と
食
料
品
を
交
番
の
警
察
官
と
一
緒
に
近
隣
の
町
内
会
に
声
を
か
け
、
独
居
老
人
に
届
け
る
(行
政
の
支
援
物
資
が
届
く
ま
で
の
つ
な
ぎ
に
)。
岩
手
県
の
大
船
渡
三
陸
FC
は
ト
ラ
ッ
ク
で
塩
釜
FC
に
駆
け
つ
け
、
サ
ッ
カ
ー
用
品
も
含
め
、
岩
手
県
沿
岸
部
の
被
災
地
へ
リ
レ
(ー陸
前
高
田
市
、
釜
石
市
、
大
槌
町
、
山
田
町
、
宮
古
市
)1
08
 
●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
FC
東
京
の
一
選
手
(宮
城
県
大
崎
市
出
身
)が
3
月
30
日
か
ら
2
週
間
、
仙
台
市
に
応
援
出
張
し
、
毎
日
数
十
軒
の
ガ
ス
開
栓
作
業
に
従
事
。
総
監
督
(盛
岡
市
出
身
)は
、
高
校
生
選
手
の
た
め
に
ユ
ニ
ホ
ー
ム
や
ジ
ャ
ー
ジ
の
古
着
約
10
0
着
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
約
20
0
個
を
集
め
、
4
月
7
日
に
岩
手
県
大
船
渡
市
に
自
家
用
車
で
輸
送
。
さ
ら
に
1
週
間
、
車
に
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
、
が
れ
き
撤
去
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
 
 注
：
上
記
図
表
中
の
法
律
は
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
。
ま
た
、
★
印
は
、
と
く
に
筆
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
震
災
復
興
の
主
な
萌
芽
的
典
型
例
と
し
て
把
握
し
て
い
る
諸
事
例
で
あ
る
。
 
    
31スポーツガバナンスにおける好循環･連携･協働の分析枠組み
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1  
「
『
遺
産
』
競
技
場
に
光
」
(産
経
新
聞
20
11
年
7
月
16
日
付
)。
 
2  
「
国
立
競
技
場
 
改
修
の
動
き
」
(産
経
新
聞
20
11
年
8
月
4
日
付
)。
 
3  
ロ
ン
ド
ン
五
輪
取
材
班
「
残
り
1
年
 日
本
さ
あ
勝
負
」
(産
経
新
聞
20
11
年
8
月
20
日
付
)。
 
4  
ロ
ン
ド
ン
五
輪
取
材
班
「
残
り
1
年
 日
本
さ
あ
勝
負
」
(産
経
新
聞
20
11
年
8
月
20
日
付
)。
 
5  
滝
口
隆
司
、
平
本
泰
章
「
ス
ポ
ー
ツ
10
0
年
 
4 
現
在
・
過
去
・
未
来
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
7
月
26
日
付
)。
 
6  
「
ロ
ン
ド
ン
五
輪
ま
で
1
年
」
(日
本
経
済
新
聞
20
11
年
7
月
27
日
付
)。
 
7  
由
利
英
明
「
連
携
 
ア
ス
リ
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
9
月
13
日
付
)。
 
8  
小
沢
剛
「
カ
ネ
に
よ
る
管
理
強
化
懸
念
」
(下
野
新
聞
20
11
年
6
月
22
日
付
)。
 
9  
由
利
英
明
「
地
道
な
エ
コ
活
動
に
光
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
5
月
19
日
付
)。
 
10
 畔
川
吉
永
久
「
揺
ら
ぐ
放
送
権
料
商
法
」
(読
売
新
聞
20
11
年
10
月
25
日
付
)。
 
11
 平
本
泰
章
「
希
望
の
夏
 
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
目
指
し
て
(3
)」
(毎
日
新
聞
20
11
年
7
月
22
日
付
)。
 
12
 「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ノ
ー
ト
 
五
輪
選
手
を
育
て
る
4」
(朝
日
新
聞
20
11
年
8
月
19
日
付
)。
 
13
 井
谷
恵
子
「
物
足
り
な
い
『
ス
ポ
ー
ツ
権
』
へ
の
視
点
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
6
月
25
日
付
)。
 
14
 田
中
義
郎
「
野
球
と
医
療
 日
米
つ
な
ぐ
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
4
月
9
日
付
)。
 
15
 「
安
全
性
ア
ピ
ー
ル
、
開
催
へ
」
(下
野
新
聞
20
11
年
5
月
27
日
付
)。
 
16
 小
林
悠
太
「
閉
幕
後
の
普
及
が
カ
ギ
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
10
月
15
日
付
)。
 
17
 小
林
悠
太
「
閉
幕
後
の
普
及
が
カ
ギ
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
10
月
15
日
付
)。
 
18
 「
ス
ポ
ー
ツ
で
観
光
振
興
 さ
い
た
ま
市
、
初
の
専
門
組
織
」
(日
本
経
済
新
聞
20
11
年
10
月
24
日
付
)。
 
19
 「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ノ
ー
ト
 独
立
考
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
10
月
21
日
付
)。
 
20
 「
J1
見
据
え
環
境
整
備
急
げ
」
(下
野
新
聞
20
11
年
8
月
19
日
付
)。
 
21
 「
練
習
の
合
間
 
コ
メ
･野
菜
作
り
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
10
月
19
日
付
)。
 
22
 軍
地
哲
雄
「
被
災
の
水
戸
か
ら
元
気
発
信
し
た
い
」
(読
売
新
聞
20
11
年
4
月
26
日
付
)。
 
23
 「
練
習
場
所
求
め
校
外
へ
」
(下
野
新
聞
20
11
年
5
月
25
日
付
)。
 
24
 藤
井
純
一
「
球
団
と
行
政
 協
調
を
」
(日
本
経
済
新
聞
20
11
年
10
月
25
日
付
)。
 
25
 関
根
慶
太
郎
「
瀬
戸
際
の
被
災
地
競
馬
」
(日
本
経
済
新
聞
20
11
年
7
月
23
日
付
)。
 
26
 小
笠
原
博
毅
「
震
災
『
復
興
』
掲
げ
る
疑
問
」
(「
論
点
 
20
年
夏
季
五
輪
 
東
京
立
候
補
」
毎
日
新
聞
20
11
年
7
月
22
日
付
)。
 
27
 箕
田
拓
太
「
国
体
の
在
り
方
 
優
勝
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
振
興
図
れ
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
10
月
25
日
付
)。
 
28
 滝
口
隆
司
、
平
本
泰
章
「
ス
ポ
ー
ツ
10
0
年
 
4 
現
在
・
過
去
・
未
来
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
7
月
26
日
付
)。
 
29
 「
体
協
10
0
周
年
」
(下
野
新
聞
20
11
年
7
月
25
日
付
)。
 
30
 小
沢
剛
「
カ
ネ
に
よ
る
管
理
強
化
懸
念
」
(下
野
新
聞
20
11
年
6
月
22
日
付
)。
 
31
 「
強
化
・
普
及
の
呼
び
水
に
」
(産
経
新
聞
20
11
年
7
月
17
日
付
)。
 
32
 渡
辺
芳
枝
、
山
口
裕
起
「
大
胆
手
法
 
黒
字
を
生
ん
だ
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
10
月
18
日
付
)。
 
33
 吉
田
誠
一
「
素
顔
さ
ら
し
て
名
前
売
る
」
(日
本
経
済
新
聞
20
11
年
6
月
22
日
付
)。
 
34
 藤
井
純
一
「
改
革
の
知
恵
 
12
球
団
で
」
(日
本
経
済
新
聞
20
11
年
3
月
26
日
付
) 
35
 吉
田
誠
一
・
関
根
慶
太
郎
、
馬
場
到
「
変
わ
れ
る
か
Ｊ
リ
ー
グ
」
(日
本
経
済
新
聞
20
11
年
8
月
13
日
付
)。
 
36
 奥
山
次
郎
、
奥
村
新
哉
「
協
会
の
ア
シ
ス
ト
奏
効
」
(産
経
新
聞
20
11
年
7
月
22
日
付
)。
 
37
 安
田
光
高
「
大
会
と
街
の
復
活
目
指
し
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
9
月
8
日
付
)。
佐
賀
秀
玄
「
鉄
人
レ
ー
ス
 
灯
消
さ
な
い
」
(読
売
新
聞
20
11
年
7
月
28
日
付
)。
 
38
 芳
賀
竜
也
「
ス
ポ
ー
ツ
10
0
年
 
6 
現
在
・
過
去
・
未
来
」
(2
01
1
年
9
月
27
日
付
)。
 
39
 稲
垣
康
介
「
五
輪
招
致
 
9
年
後
に
思
い
を
馳
せ
よ
う
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
8
月
19
日
付
)。
 
40
 「
不
正
経
理
告
発
 
JB
C
分
裂
も
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
6
月
24
日
付
)。
 
41
 芳
賀
竜
也
「
被
災
3
県
の
参
加
費
免
除
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
6
月
24
日
付
)。
 
42
 藤
倉
聡
子
「
被
災
チ
ー
ム
 元
気
に
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
5
月
1
日
付
)。
 
43
 井
沢
真
、
平
本
泰
章
「
ス
ポ
ー
ツ
10
0
年
 
5 
現
在
・
過
去
・
未
来
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
8
月
23
日
付
)。
 
44
 井
沢
真
、
平
本
泰
章
「
ス
ポ
ー
ツ
10
0
年
 
5 
現
在
・
過
去
・
未
来
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
8
月
23
日
付
)。
 
45
 江
連
能
弘
「
中
学
の
プ
レ
ー
環
境
整
備
を
急
げ
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
7
月
27
日
付
) 
46
 畔
川
吉
永
、
軍
地
哲
雄
、
清
水
裕
「
基
礎
か
ら
わ
か
る
『
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
』
(読
売
新
聞
20
11
年
7
月
28
日
付
)。
 
47
 永
田
篤
史
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ノ
ー
ト
 
五
輪
選
手
を
育
て
る
3」
(朝
日
新
聞
20
11
年
8
月
18
日
付
)。
 
48
 「
部
活
強
化
へ
”特
効
薬
“
」
(産
経
新
聞
20
11
年
5
月
20
日
付
)。
 
49
 芳
賀
竜
也
「
ス
ポ
ー
ツ
10
0
年
 
7 
現
在
・
過
去
・
未
来
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
10
月
25
日
付
)。
 
50
 吉
田
誠
一
・
関
根
慶
太
郎
、
馬
場
到
「
変
わ
れ
る
か
Ｊ
リ
ー
グ
」
(日
本
経
済
新
聞
20
11
年
8
月
13
日
付
)。
 
51
 「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ノ
ー
ト
 独
立
考
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
10
月
21
日
付
)。
 
52
 「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ノ
ー
ト
 独
立
考
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
10
月
21
日
付
)。
 
53
 武
智
幸
徳
「
な
で
し
こ
 
輝
き
続
け
る
か
」
(日
本
経
済
新
聞
20
11
年
7
月
24
日
付
)。
 
54
 吉
田
純
哉
「
な
で
し
こ
活
況
 
進
む
か
有
料
化
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
7
月
30
日
付
)。
 
55
 由
利
英
明
「
住
民
主
体
型
へ
の
挑
戦
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
6
月
25
日
付
)。
 
56
 結
城
和
香
子
「
ス
ポ
ー
ツ
で
被
災
地
支
援
 
社
会
的
価
値
 
再
認
識
に
も
」
(読
売
新
聞
20
11
年
11
月
9
日
付
)。
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57
 百
留
康
隆
「
小
学
校
に
選
手
派
遣
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
3
月
26
日
付
)。
 
58
 「
東
北
サ
ッ
カ
ー
団
結
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
4
月
19
日
付
)。
 
59
 「
地
域
密
着
『
一
番
の
使
命
』
(産
経
新
聞
20
11
年
5
月
11
日
付
)。
 
60
 「
未
来
の
フ
ァ
ン
 元
気
に
」
(日
本
経
済
新
聞
20
11
年
6
月
15
日
付
)。
 
61
 河
野
正
樹
「
ビ
ッ
グ
ク
ラ
ブ
の
地
道
な
活
動
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
6
月
14
日
付
)。
 
62
 岩
壁
峻
「
競
技
超
え
支
援
の
輪
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
4
月
16
日
付
)。
 
63
 青
山
綾
里
「
震
災
を
歩
く
 北
東
北
の
熱
い
夏
」
(産
経
新
聞
20
11
年
8
月
26
日
付
)。
 
64
 「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ノ
ー
ト
 独
立
考
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
10
月
21
日
付
)。
 
65
 井
沢
真
「
希
望
の
夏
 
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
目
指
し
て
(2
)」
(毎
日
新
聞
20
11
年
7
月
21
日
付
)。
 
66
 石
井
朗
生
「
地
元
大
学
を
軸
に
支
援
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
9
月
9
日
付
)。
 
67
 石
井
朗
生
「
地
元
大
学
を
軸
に
支
援
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
9
月
9
日
付
)。
 
68
 藤
田
健
志
「
連
合
チ
ー
ム
で
部
活
継
続
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
9
月
10
日
付
)。
 
69
 山
下
弘
展
、
青
田
貴
光
、
渡
辺
芳
枝
「
負
け
る
な
！
被
災
球
児
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
4
月
26
日
付
)。
 
70
 「
準
備
に
追
わ
れ
る
関
係
者
」
(下
野
新
聞
20
11
年
5
月
26
日
付
)。
 
71
 国
吉
美
香
「
野
球
の
絆
に
あ
り
が
と
う
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
6
月
18
日
付
)。
 
72
 酒
瀬
川
亮
介
「
拡
大
市
場
 
商
機
見
つ
け
た
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
7
月
2
日
付
)。
 
73
 芳
賀
竜
也
「
ス
ポ
ー
ツ
10
0
年
 
7 
現
在
・
過
去
・
未
来
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
10
月
25
日
付
)。
 
74
 「
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
地
域
懐
柔
」
(読
売
新
聞
20
11
年
9
月
21
日
付
)。
 
75
 「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ノ
ー
ト
 独
立
考
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
10
月
21
日
付
)。
 
76
 畔
川
吉
永
、
軍
地
哲
雄
、
清
水
裕
「
基
礎
か
ら
わ
か
る
『
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
』
(読
売
新
聞
20
11
年
7
月
28
日
付
)。
 
77
 岡
田
健
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ノ
ー
ト
 
五
輪
選
手
を
育
て
る
5」
(朝
日
新
聞
20
11
年
8
月
20
日
付
)。
 
78
 酒
瀬
川
亮
介
「
拡
大
市
場
 
商
機
見
つ
け
た
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
7
月
2
日
付
)。
 
79
 「
背
中
に
透
け
る
企
業
の
決
断
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
6
月
16
日
付
)。
 
80
 「
移
籍
金
撤
廃
 
経
営
に
痛
手
」
(読
売
新
聞
20
11
年
6
月
7
日
付
)。
 
81
 「
グ
ラ
ウ
ン
ド
貸
与
 “
練
習
ア
シ
ス
ト
”」
(下
野
新
聞
20
11
年
4
月
15
日
付
)。
 
82
 亀
岡
典
子
「
僕
た
ち
の
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
4」
(産
経
新
聞
20
11
年
8
月
8
日
付
)。
 
83
 芳
賀
竜
也
「
ス
ポ
ー
ツ
10
0
年
 
7 
現
在
・
過
去
・
未
来
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
10
月
25
日
付
)。
 
84
 田
内
隆
弘
、
吉
見
裕
都
「
震
災
を
超
え
て
④
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
10
月
21
日
付
)。
 
85
 田
内
隆
弘
、
吉
見
裕
都
「
震
災
を
超
え
て
④
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
10
月
21
日
付
)。
 
86
 田
内
隆
弘
、
吉
見
裕
都
「
震
災
を
超
え
て
④
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
10
月
21
日
付
)。
 
87
 藤
井
純
一
「
『
直
接
』
取
引
の
勧
め
」
(日
本
経
済
新
聞
20
11
年
8
月
9
日
付
)。
 
88
 松
沢
憲
司
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ノ
ー
ト
 
五
輪
選
手
を
育
て
る
2」
(朝
日
新
聞
20
11
年
8
月
17
日
付
)。
 
89
 金
子
智
彦
「
復
興
へ
の
歩
み
 
地
域
と
共
に
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
8
月
30
日
付
)。
 
90
 由
利
英
明
「
『
ア
ス
リ
ー
ト
の
町
』
12
社
が
支
援
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
8
月
21
日
付
)。
 
91
 矢
萩
雅
人
「
栃
木
の
企
業
力
」
(読
売
新
聞
20
11
年
4
月
22
日
付
)。
 
92
 由
利
英
明
「
住
民
主
体
型
へ
の
挑
戦
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
6
月
25
日
付
)。
 
93
 由
利
英
明
「
住
民
主
体
型
へ
の
挑
戦
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
6
月
25
日
付
)。
 
94
 「
釜
石
Ｓ
Ｗ
支
援
へ
『
ス
ク
ラ
ム
』
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
5
月
5
日
付
)。
 
95
 井
沢
真
「
被
災
地
で
開
か
れ
た
高
校
総
体
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
8
月
26
日
付
)。
 
96
 平
本
泰
章
「
希
望
の
夏
 
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
目
指
し
て
(3
)」
(毎
日
新
聞
20
11
年
7
月
22
日
付
)。
 
97
 金
子
昌
世
「
い
ま
こ
そ
問
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
力
」
(産
経
新
聞
20
11
年
4
月
13
日
付
)。
 
98
 山
下
弘
展
、
青
田
貴
光
、
渡
辺
芳
枝
「
負
け
る
な
！
被
災
球
児
」
(朝
日
新
聞
20
11
年
4
月
26
日
付
)。
 
99
 飼
手
勇
介
「
復
興
へ
キ
ッ
ク
オ
フ
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
11
月
5
日
付
)。
 
10
0  
青
木
絵
美
「
ひ
と
」
(2
01
1
年
8
月
26
日
付
毎
日
新
聞
)。
  
10
1  
「
老
若
男
女
、
ご
当
地
ス
ポ
ー
ツ
」
(日
本
経
済
新
聞
20
11
年
7
月
25
日
付
)。
 
10
2  
吉
田
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で
戦
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も
」
(日
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20
11
年
8
月
3
日
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)。
 
10
3  
石
井
朗
生
「
震
災
4
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で
卓
球
場
」
(毎
日
新
聞
20
11
年
9
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6
日
付
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10
4  
田
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郎
「
ま
ず
子
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た
ち
を
元
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に
」
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日
新
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9
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7
日
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「
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阪
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」
(毎
日
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9
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11
日
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10
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「
必
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」
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」
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「
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ラ
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」
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聞
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月
14
日
付
)。
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Ⅲ . スポーツ活動をめぐる好循環 ･ 連携 ･ 協働の
分析枠組み
以上のように国、東京都、岩手県宮古市、福島
県広野町 ･ いわき市 ･ 南相馬市における現地調査
および入手資料から、国にせよ地方自治体にせよ、
震災後のスポーツ活動環境の復旧 ･ 復興には、当
該自治体単独の努力では質的にも量的にも限界が
あり、基本法でいうところの関係者間の相互連携
が不可欠であることがわかる。スポーツ活動をめ
ぐるネットワーク形成のあり方が、これからのス
ポーツガバナンスには問われているのである。
スポーツ立国戦略や基本法ではエリート競技経
験者と総合型クラブとの相互の連携 ･ 協働が志向
されているが、もっと波及的かつ地域包括性のあ
る好循環のあり方に注目し、好循環を国 ･ 地方の
多面的 ･ 複線的なスポーツガバナンスと結んだ形
で捉え直すこととする。基本法ではあくまでも地
域と国とをつなぐ垂直的好循環について述べてい
るのであって、国 ･ 地方 ･ 地域の各層ごとの水平
的好循環に言及したものではないからである。現
実のスポーツガバナンスでは、国と国、地方と地
方、地域と地域といったように、相互の連携 ･ 協
働には水平的な諸要素も含まれる。すなわち、ス
ポーツガバナンスにおける好循環とはあらゆるス
ポーツ関係者間の水平的垂直的な連携 ･ 協働が縦
横無尽にない交ぜになった動態をいうのである。
そこで、こうしたスポーツ世界におけるいわば、
国、地方、地域社会（コミュニティ）の各層レベ
ルの、垂直的 ･ 水平的好循環の萌芽的な実践事例
を新聞報道からピックアップし、そこから各層次
元間の相互ベクトル作用として捉えたところの好
循環の分析枠組みを提示することとしたい。
縦軸および横軸に関係諸アクターが属する諸次
元を、国家、地方自治体（都道府県と市町村）、
民間事業者、地域社会（コミュニティ）に類型化
し、さらに、好循環の相互作用における最初の働
きかけをベクトルとして提示し、縦軸の各次元 ･
諸層の関係アクターから横軸のそれへの好循環の
契機となる最初の働きかけに相当する作動（ベク
トル）に注目した。
こうした分析枠組みを設定した上で、東日本大
震災後の朝日、毎日、日経、読売、産経、下野の
各新聞報道から、震災の復旧 ･ 復興に関連する事
例に限定せずに、広く各層レベルのスポーツ好循
環の事例を拾って掲載したものが、図表「スポー
ツ活動をめぐる政府、市場、団体、地域住民の好
循環 ･ 連携 ･ 協働の分析枠組み」である。
この分析枠組みは、東日本大震災による被害を
受けたあらゆる現地のスポーツ活動を通じた復旧
･ 復興実践のあり方を考える上で多くの示唆を提
示しているように思われる。また、現場との関わ
りを通じて初めて達成されるところの、当該地域
･ 定住者を軸としたスポーツガバナンスの好循環
･ 連携 ･ 協働のあり方をも示唆しているのではな
いだろうか。
Ⅳ . 震災後のスポーツガバナンスは何を志向すべ
きか
これまでの日本のスポーツを振り返るならば、
プロ ･ アマ問題、市場（マーケット）や商業主義
の拡大、指導者をめぐる課題など、旧スポーツ振
興法では現代の趨勢に適応できなくなったことは
明白であった。市場の側面に注目すれば、2006
年 9 月のスポーツ振興基本計画改訂版やスポーツ
立国戦略に共通するのは、スポーツ振興が市場に
好影響を及ぼすという認識である。しかし、市場
の論理にはスポーツにとって逆ベクトルが存在す
るという事実がある。
競技ルールをテレビ視聴時間内で完結するよう
変更し、選手のコンディションにとって必ずしも
適切ではない時間帯の競技に実施するなど、市場
がスポーツに与える負のベクトルの存在がある。
基本法の条文、とくに第 7 条を基盤にこうした欠
如を克服する役割が付与されなければならない。
また、国や自治体の財源難がボランティア利用
を加速化させる側面もある。震災で生まれた絆と
同様、協働という言葉には、イメージ先行、責任
の所在の不明確化、熟慮の放棄といった克服すべ
き課題が内包している。誰が誰に対して働きかけ
るのか、どの組織がどのようなベクトルを発して
行動するのかが、実証的に明らかにされなければ
ならない。
図表中における好循環の事例でいえば、野球の
独立リーグである「四国アイランドリーグ ･ 愛媛」
の地域貢献活動がある。愛媛は年間 150 回以上の
地域貢献活動を球団存続のために実施した。自ら
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のスポーツ活動環境を確保するために、子どもた
ちの登下校の見守り ･ 声かけ役を買って出て、地
域行事にも積極的に参加した。すると、自治体行
政がやるべきことを肩代わりしてくれているとい
う認識が広まり、愛媛県や県内市町による球団助
成金の提供に至った。さらにこうした球団 ･ 行政
連携に対する信頼が多くの地元企業によるスポン
サー出資につながった。また、やはり野球の BC
リーグ ･ 信濃では、地域貢献活動に積極的な選手
の地元企業就職が、指導者（学校関係者）の BC
リーグへの送り出しを促進しているという事実も
ある。そのような意味でスポーツ活動には、他の
政策領域の追随を許さない好循環を生み出す原動
力があるのではないだろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1 「好循環」は以下のように、スポーツ基本法においては
前文に登場する。すなわち、「地域におけるスポーツを
推進する中から優れたスポーツ選手が育まれ、そのス
ポーツ選手が地域におけるスポーツの推進に寄与する
ことは、スポーツに係る多様な主体の連携と協働によ
る我が国のスポーツの発展を支える好循環をもたらす」
という記述である。
2 スポーツ立国戦略 (2010 年 8 月 ) では 5 つの重点戦略、
すなわち、①ライフステージに応じたスポーツ機会の
創造、②世界で競い合うトップアスリートの育成・強
化、③スポーツ界の連携・協働による「好循環」の創
出、④スポーツ界における透明性や公平・公正性の向
上、⑤社会全体でスポーツを支える基盤の整備、が掲
げられた。本稿の考察対象である③の「好循環」につ
いて、参議院文教科学委員会調査室の後藤雅貴氏 (2011
年 9 月現在 ) は、好循環の考え方が、民主党と自民党
の溝を埋めたと指摘している。すなわち、当時の文部
科学副大臣の上記委員会 (2000 年 6 月 16 日 ) における
発言（「頂点を上げれば視野が広がるし、視野が広がれ
ば頂点も上がる」）を引用して、エリート競技者がセ
カンドキャリアとして草の根スポーツのリーダーなる
ことで、前者を重視した自民党と後者を重視した民主
党との「溝」が埋まったと位置づけている（参議院事
務局企画調整室編『立法と調査』No.320､ 2011 年 9 月
､ 52 頁）。
3 基本法条文中の「連携」については、「スポーツに係る
多様な主体の連携」（前文）、「家庭及び地域における活
動の相互の連携」( 第 2 条 1 項 )、「スポーツに関する競
技水準 ( 以下「競技水準」という。) の向上に資する諸
施策相互の有機的な連携」( 同条 6 項 ) など、全条文中
に多用されている。第 18 条 ( スポーツ産業の事業者と
の連携等 ) にも、「国は、（省略）スポーツ団体とスポー
ツ産業の事業者との連携及び協力の促進その他の必要
な施策を講ずるものとする」とある。また、「協働」に
ついては連携ほどではないものの、「人々がその居住す
る地域において、主体的に協働することにより」( 第 2
条 3 項 ) といった具合に用いられている（傍線中村）。
4 独立行政法人日本スポーツ振興センター『国立競技場』
(2011 年 9 月号､ 第 587 号 )6 頁。
5 たとえば代々木第 1 体育館・第 2 体育館では、スポーツ
イベントの開催時に、「競技に悪影響を及ぼさない範囲
で、限界までアリーナ天井照明を間引いて点灯」した
とある（同、2011 年 11 月号､ 第 588 号､ 7 頁）。
6 同､ 2012 年 1 月号､ 第 589 号、8 頁。
7 2012 年 1 月 17 日における国立代々木競技場内スポーツ
振興センターへの訪問調査による聞き取りや入手資料
による。
8 2012 年 2 月 20 日の東京都庁訪問時の入手資料「広報 東
京都」(2012 年 2 月号､ 第 797 号､ 1-2 頁 )。なお、震災
への対応ではないものの、地域のプロスポーツと行政
との連携という点で、横浜市では、「プロスポーツチー
ムの支援」事業を掲げ、「より地域に密着したチームづ
くりの支援として、各チームが地域と連携して行う事
業に対し助成」するとして、2012 年度予算に 1,000 万
円 ( 前年度は 500 万円 ) を計上している。対象チームは
プロ野球の DeNA ベイスターズ、プロサッカーの横浜
F・マリノスと横浜 FC、プロバスケットボールの横浜
ビー・コルセアーズである（2012 年 2 月 14 日におけ
る横浜市役所への訪問調査時の入手資料『平成 24 年度
予算案について～成果結実の年～』2012 年 2 月､58 頁）。
9 宮古市総合体育館や同市田老地区への現地調査（2011
年 11 月 5 日 ･6 日現在）。
10 同広野町現地調査および「平成 23 年度 総合型地域ス
ポーツクラブマネージャー活動報告書」(2012 年 2 月現
在 )。
http://naash.go.jp/sinko/Portals/0/sinko/sinko/kuji/
H23cmhoukoku-nichi/302cmhoukoku.pdf#search
11 いずれも 2011 年 10 月 20 日現在。2012 年 2 月 18 日の
福島県いわき市・広野町の現地調査時における入手資
料『広報いわき』(2011 年 11 月号､ 第 544 号､ 6 頁 ) に
よる。
12 2012年3月24日の福島県南相馬市訪問時の入手資料「広
報 みなみそうま おしらせ版」(2012 年 3 月､ 2-5 頁 )。
（本研究は 2012 年度文部科学省科学研究費補助金基盤研
究（C）の助成を得て執筆された）
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Abstract
This paper is to present the analysis framework for virtuous cycle and cooperation among related actors in sports 
governance.
Firstly, the Preamble and the Article 7 of “Sports Fundamental Law” are considered in the perspective of virtuous 
cycle and cooperation. Sports virtuous cycle and cooperation could contribute to revivals of the Tohoku district (the 
northeastern area of Honshu).
Secondly, this paper is to focus our attention on the measures devised to deal with management of sports public 
facilities after the East Japan Disasters. These case studies of sports facilities include facilities managed by central 
and local governments: Tokyo Metropolitan City, Miyako City Iwate Prefecture, Hirono Town, Iwaki City and Mina-
misoma City Fukushima Prefecture.
Thirdly, the table is drawn about the analysis framework for virtuous cycle and cooperation among related actors 
in sports governance. Japanese major newspapers are source of information in this approach. Above all, this analysis 
framework is especially important in understanding the potential for the construction of sports contribution to reviv-
als of the Tohoku and Japan.
（2012 年 6 月 1 日受理）
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